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先天性心疾患女性に対する妊娠前相談

近年、先天性・遺伝性疾患の診断のための検査は、以前に比べ多様で高度な解析が可能
になり、さらに保険適用となる遺伝学的検査も増加している。これからの医療では、遺伝学
的情報が患者の診断や診療方針決定と密接に関わるようになり、日常診療の中でも
遺伝学的知識が必要となる場面が増えてくると予想される。今回のカンファレンスでは、
小児科医として知っておきたい臨床遺伝学の基礎知識と最近の動向についてお話しする。

日常診療にも役立つ遺伝医療の基礎知識

先天性心疾患に対する手術・管理技術の進歩はめざましく、重症心疾患を有した女性が
新生児期・乳幼児期・学童期を乗り越え、成人期に到達するケースが増えている。適切な
時期に妊娠に関する知識・情報を本人やパートナー・家族に提供することの意義は大きい。
妊娠・分娩・産後経過のイメージングを家族全体でしていただき、様々なイベントを受容する
心理的・社会的準備をしていただくことも可能となる。どのような情報を提供し、どのような
心構えを持っていただくのが望ましいか、産科医の視点から考察する。

※注 「日本医師会生涯教育制度の単位」が必要な先生は
11月19日もしくは20日の視聴が必須です。

【テーマ】リフレッシュコース

★こちらから動画をご覧いただけます。
視聴後は出席登録をお願いします。

https://childhp.fcho.jp/formedicalperson/conference/lastconference
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